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オートデスク ユーザー単位管理ライセンス：
企業向けソフトウェアの管理方法について

エグゼクティブ サマリー
 ▸  ユーザー単位管理ライセンスとは、ライ
センス サーバーとライセンス ファイルで
管理する従来の管理方法を ID ベースの
管理方法に置き換え、ライセンスをクラ
ウド上で管理するものです。

 ▸  管理者は、シンプルなワークフローで  
1 人または多数のユーザーに簡単にライ
センスを割り当てることができます。ラ
イセンスが割り当てられたユーザーは、
他の多くのツールにアクセスする場合と
同様に、資格情報を使用してソフトウェ
アにアクセスできます。

 ▸  管理者は、使用ソフトウェアに関する 
詳細なレポートで、アプリケーションと
サービスが実際にいつ、どの程度使用さ
れているかを簡単に確認できます。IT お
よびビジネスの意思決定者は、可視化さ
れた情報を基に意思決定を行うことが
できます。

 ▸  ユーザー単位管理ライセンスはクラウド
ベースであるため、リモート ワークに大
いに役立ちます。これは、新型コロナウ
イルスによる感染症（COVID-19）のパ
ンデミックの状況下で、ますます重要な
側面になっています。

本調査について

このレポートは、Pfeiffer Consulting 社がオートデスクの依頼により実
施した、業界に特化した調査およびテクノロジー分析プロジェクトの調査
結果をまとめたものです。この調査の主な目的は、オートデスクが導入した
ユーザー単位管理ライセンスと、以前にオートデスクが使用していたネット
ワーク ライセンスを管理の点から比較して、主な違いを明文化することで
した。
調査では、2 つのライセンス方法の詳細なテクノロジー分析、これらのラ
イセンス方法の利点と影響に関する二次調査、および顧客のインタビュー
を組み合わせて行いました。詳細については、このレポートの最後のペー
ジの「調査手法」セクションを参照してください。

ユーザー単位管理ライセンスについて

ユーザー単位管理ライセンスは、SaaS プロバイダー、およびプロバイダー
がサービスを提供する顧客にとって既定の方法となるライセンスです。ユー
ザー単位管理は、企業全体でライセンスの管理や割り当ての方法に大きな
変化をもたらします。ネットワーク ライセンスは、ローカル ネットワークで 
1 台または複数台のライセンス サーバーに格納されているライセンスを使
用します。ユーザーはライセンスが付与されたソフトウェア アプリケーショ
ンにアクセスする必要があるため、ライセンス サーバーに接続してライセン
スをチェックアウトする必要があります。ユーザー単位管理モデルでは、こ
の操作は必要ありません。ユーザー単位管理モデルは、個別のユーザー プ
ロファイルに基づいて構築されるため、ユーザーは各自の ID を使用して必
要なライセンスにアクセスできます。ライセンスは、クラウドで管理されま
す。これにより、管理者もユーザーも、簡単かつ安全にライセンスを管理で
きます。ソフトウェアのライセンスとサービスは、個々のユーザーに直接割
り当てられるため、ユーザーは各自の資格情報でログインするだけで利用
できます。管理者にとっては、管理プロセスの透明度が高まることに加え、
ユーザー単位管理ライセンスによって、詳細なレポート機能を使用すること
ができるため、ソフトウェアの実際の詳しい使用状況を見極めながら管理
できます。

IT とセキュリティの観点からは、ユーザー単位管理ライセンスを使用する
ことで、ライセンス サーバーをローカルで管理および保守する必要がなくな
ります。これは、複数のサイトや場所で事業を展開している大企業にとって
は特に重要です。
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ユーザー単位管理ライセンスの 
主な側面

主なポイント
 ▸  ユーザー単位管理ライセンスは、個々のユー
ザー プロファイルを中心に構築されるため、
ネットワーク ライセンスよりライセンスの割
り当てや管理を直感的に行うことができま
す。使用ソフトウェアに関する。

 ▸  詳細なレポートは、ユーザー単位管理ライセ
ンスに不可欠です。レポートには、ライセンス
が付与されたソフトウェアおよびサービス
がいつ、どの程度使用されているかに関する
詳しいデータが記録されます。

 ▸  ユーザー単位管理ライセンスを使用すると、
ライセンスのチェックアウトやチェックイン
が不要になり、ライセンスがロックアウトさ
れることもなくなります。ユーザーに関連付
けられているソフトウェアは、いつでも使用
できます。リモートのワークステーションか
らも使用できます。

ユーザーをソフトウェア管理に統合する

ユーザー単位管理ライセンスによって、企業におけるライセンスやソフトウェ
アの一般的な割り当て方法が完全に変わります。簡単に言えば、ネットワー
ク ライセンスは本質的にテクノロジー中心の管理方法であり、ライセンス 
サーバーとライセンス管理ツールを中核とする一方で、ユーザー単位管理ラ
イセンスは、実際のユーザーと企業におけるその人の役割に関わるプロセス
を中心に考えます。したがって、ソフトウェア ライセンスの管理方法と使用
方法だけでなく、ソフトウェア投資の取引やその計画の管理方法も変わり
ます。

シリアル番号から個々のユーザー単位へ

ユーザー単位管理ライセンスは、管理者が個々のユーザー プロファイルと
クラウド上にあるライセンス情報を基に管理するため、ローカルのインフラ
ストラクチャは必要ありません。管理者が、個々のユーザに利用可能なライ
センスを割り当てます（下記の補足情報を参照）。この方法には、管理上、
いくつかの利点があります。ユーザーにとっては、割り当てられたライセン
スをいつでも利用できます。ライセンスをオフサイトで使用するためにチェッ
クアウト（借用）する必要はもうありません。管理者にとっては、利用可能
なライセンス一覧が明白で、一元管理できる方がより簡単です。この方法で
は、管理者が個別にではなく一度に複数のユーザーにライセンスを割り当て

ネットワーク ライセンスは、ローカルのライセンス 
サーバーとシリアル番号を基にライセンスを使用 
します。一方、ユーザー単位管理ライセンスは、ID  
ベースのユーザー プロファイルを使用してクラウ
ドベースのライセンスにアクセスします。管理者は、
ソフトウェアとサービスの組み合わせを個々のユー
ザーに関連付けることができます。ユーザーにライ
センスを割り当てると、別のデバイスからリモート
で作業する場合でも、いつでも利用できます。これ
は、新型コロナウイルスによる感染症（COVID-19）
の大流行以降、非常に重要な側面となっています。
さらに、ユーザー単位管理ライセンスは、ライセン
スの割当権限をもつセカンダリ管理者を設定する
ことで、チーム管理をし易くすることもできます。

セカンダリ管理者管理者

ユーザー 1 ユーザー 2 ユーザー 3

ソフトウェア A
ソフトウェア B

ソフトウェア C
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ることができることも、管理を容易にできるメリットです。チームにソフト 
ウェアとサービスを割り当てることができる任意の数のセカンダリ管理者
を任命できるため、管理がさらに簡素化され、プライマリ管理者の作業負
担が軽減されます。
ユーザー単位管理ライセンスのもう 1 つの中核を成すものはレポートで
す（上記の補足情報を参照）。この機能を使用すると、管理者は、利用可能
なソフトウェアが実際にどのように使用されているかに関する詳細な情報
に基づいて管理できます。特に大企業では、この情報は極めて重要なソフト
ウェア投資計画において重要な役割を果たします。

ネットワーク ライセンス ユーザー単位管理 
ライセンス（NU） コメント

管理者のアクション

ライセンスの割り当て シリアル番号/ライセンス サーバー Autodesk Account
NU を使用すると、管理者は利用可能なライセンス
とそのライセンスが割り当てられたユーザーをすべ
て可視化できます。

ライセンスの割り当て/権限 複雑なオプション ファイル Autodesk Account の 
ユーザー管理

NU には、ユーザー管理機能が組み込まれていま
す。任意の数のセカンダリ管理者を任命することに
よって、権限を簡単に管理できます。

ライセンス サーバーの管理 個々のサーバーすべてに必要 Autodesk Cloud
クラウドベースでライセンスを管理する場合、サー
バー管理やローカル インフラストラクチャは不要
です。

サーバーの更新 個々のサーバーすべてにおいて 
手動更新が必要 サーバーの更新は不要

NU を使用すると、管理者は企業ネットワークでラ
イセンス サーバーの複雑な更新プロセスを踏む必
要がありません。

ユーザーのアクション

ライセンス利用の可否の確認 ライセンス サーバーでツールを 
使用して管理者のみが確認可能 Autodesk Account

ポータルに接続すると、ユーザーは各自に関連付
けられているソフトウェアとサービスをすべて可視
化できます。

ライセンスのチェックアウト 
（借用機能） 必要 不要

NU を使用すると、ユーザーはライセンスをチェッ
クアウトする必要がなく、30 日ごとに 1 回インター
ネットに接続するだけで使用できます。

ライセンスのチェックイン（借用機能） 必要 不要
NU を使用すると、ライセンスをチェックイン（返却）
する必要がありません。ユーザーに割り当てられて
いるライセンスは、いつでも利用できます。

ソフトウェアの更新 管理者に問い合わせ Autodesk Account
企業ポリシーに応じて、管理者が配布してくれるの
を待たずに、ユーザーが自分で使用しているソフト
ウェアを更新できます。

オートデスクのユーザー単位管理ライセン 
スを使用すると、実際の使用ソフトウェアと
サービスに関する詳細なレポートを作成で
きます。管理者は、個々のアプリケーション
がいつ使用され、何人のユーザーがそのア
プリケーションを利用したかだけでなく、特
定のアプリケーションのどのバージョンが
使用されたかを確認できるため、ユーザーと 
チームが使用するバージョンを特定のバー
ジョンに簡単に統一できます。このような詳
細なレポートは、主にログ ファイルに依存
し、使用状況をユーザーではなくホスト マ
シンに結びつけていた従来のネットワーク 
ライセンスのレポート ツールでは作成でき
ませんでしたし、また、作成するためには費
用がかかりました。
ユーザー別レポートも作成できます（7 ペー
ジの補足情報を参照）。

レポート コンソール

アクション：管理者とユーザーにとっての変更点
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ネットワーク ライセンスの 
ボトルネックの数値化

ネットワーク ライセンス管理の問題点

ネットワーク ライセンスの基本原則

ネットワーク ライセンスは、ライセンス管理ツール、1 台または複数台のラ
イセンス サーバー、オートデスクが個々のアプリケーションそれぞれに提
供するネットワーク ライセンス ファイルなど、いくつかの重要なコンポーネ
ントを軸に構成されています。管理者がライセンス サーバーをセットアップ
し、必要なライセンス ファイルを取得し、サーバーを起動すると、ユーザー
はサーバーに接続して各自のソフトウェアにライセンスをチェックアウトで
きます。ユーザーは、ローカル ライセンス サーバーに接続できない場合、 
ライセンスを借用して長期間使用することもできます。
ライセンスの問題のトラブルシューティングは複雑になる可能性があるた
め、ネットワーク ライセンスの設定は、ローカル ネットワーク インフラスト
ラクチャに詳しい技術的に優れた管理者が行う必要があります（次のペー
ジの補足情報を参照）。

主なポイント
 ▸  ネットワーク上のコンピューターにライセ
ンス マネージャーが表示されない場合、 
ライセンス サーバーのトラブルシューティ
ングは、複雑になる可能性があります。

 ▸  ユーザー単位管理ライセンスは、リモート 
ワークをより確実にサポートします。

 ▸  シングル サインオンはセキュリティを強化
し、企業がオートデスク ライセンスを既存
の企業ディレクトリと統合できるようにし
ます。

問題点 コメント

ライセンスの留保
ユーザーは、ライセンスをチェックイン（返却）してしまうと 
必要なときにライセンスを利用できなくなるという恐れから、 
ライセンスを使用する必要がなくてもチェックアウト（借用）した

ままにすることがあります。

ユーザー単位管理ライセンスを使用すると、管理者はユーザーに
ライセンスを割り当てることができるため、ユーザーは借用した
ライセンスを留保する必要がなくなります。割り当てられたライ
センスは、自宅で仕事をする場合でも利用できます。

使用状況の可視化の不足
シリアル番号に基づくライセンスでは、ライセンスが 
付与されたソフトウェア アプリケーションの 
実際の使用状況について、非常に限られた 

情報しか可視化されません。

ライセンス サーバーのログファイルには、ライセンスをチェック
アウトしたユーザーとその時間が記録されますが、ソフトウェア
の実際の使用頻度は確認できないため、正確な計画を立てるこ
とは困難です。

リモートでの作業
リモートでネットワーク サーバーからライセンスを借用する 
ことが不可能な場合や、VPN アクセスが必要な場合があります。
多くの CAD ソフトウェアは複雑であるため、広範な帯域幅が 

必要になり、接続速度が遅くなることがあります。

ライセンスを借用できない場合、ホームユース ライセンスをリク
エストして自宅のコンピューターにインストールする必要があり
ます。そのため、ユーザーが各自のユーザー名で接続および認証
できない場合に、仕事が中断される可能性があります。

ライセンス エラーの対処 ライセンス エラーのトラブルシューティングが 
困難な場合があります。

ライセンス エラーは通常、管理者のみが解決できますが、管理者
でも時間がかかります。ライセンス エラーが発生すると、ユーザー
はソフトウェアにアクセスできないため、生産性も落ちます。

最新バージョンへの更新
最新の製品を使用するために、ライセンス ファイルを少なくとも
年に 1 回更新する必要があります（１ 年契約のマルチユーザーサ
ブスクリプションライセンスの場合）。年によっては、ライセンス 

マネージャー自体を更新する必要もあります。

ライセンス ファイルの更新は、通常、年に 1 回行います。 
適切に行わないと仕事が中断されることがあり、オートデスク
や認定販売パートナーにサポートを依頼することが必要な場合
もあります。

ライセンス サーバーの設定と管理 ライセンス サーバーの構成と管理は、確固たる技術的経験が 
ある管理者が行う必要があります。

ユーザー単位管理ライセンスを使用すると、管理者は Autodesk 
Account でライセンスを簡単に割り当てることができるため、
オンプレミス サーバーは不要です。IT スタッフがオンプレミス 
サーバーを構成および保守する必要はありません。
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ユーザー単位管理ライセンスには、ネット
ワーク ライセンスでは利用できないいく
つかのセキュリティ機能が用意されてい
ます。重要な側面の 1 つとして、二段階認
証のオプションを使用できることがあり
ます。これにより、ログイン試行時にユー
ザーのスマートフォンに確認コードを送信
し、ログイン操作をより安全にします。
シングル サインオンもサポートされてお
り、オートデスク製品の認証を企業の既存
の企業ディレクトリと統合できます。
これは、多くの大企業にとって重要です。 
「シングル サインオンを利用できること
は、大きなメリットです。新たにユーザー ア
クセスを設定する必要がありません。ユー
ザーは新しいパスワードを覚える必要がな
いのです。」（RPS Group 社 情報セキュリ
ティおよびベンダー管理部門ディレクター 
Donogh McGrath 氏）

ネットワーク ライセンスの複雑性

ネットワーク ライセンスは、何十年にもわたって使用されてきた技術に基づ
いて組み立てられていますが、理解して管理する必要がある多くの個々の
コンポーネントを備えたシステムです。管理者は、ライセンス ファイル、ログ
ファイル、およびオプション ファイルの構造、機能、構文に詳しく、発生する
可能性のあるライセンス エラーの対処法を把握している必要があります。 
ライセンスの使用状況を確認する場合、管理者はライセンス管理ツール
によって提供されるログファイルを使用します。ただし、ログファイルの構
造、属性、コードに関する正しい知識がなければ、この ASCII テキスト ファ
イルを読みこなすことは容易ではありません。また、ログファイルは、ソフ
トウェアが実際に使用されたかどうかではなく、ライセンスがチェックアウ
トされた時間と期間のみを追跡するため、ソフトウェアの使用状況として
限られた情報しか可視化されません。
ネットワーク ライセンス固有の複雑性のもう 1 つの例として、ライセンス
の制御と割り当てを挙げることができます。これは、オプション ファイルを
作成することで行います。このプロセスは、ネットワーク設定と完全に連動
するため、自動化できません。また、正確な構文が必要であるため、オプ
ション ファイルを作成するとエラーが発生しやすくなり、経験豊富な管理者
でも時間がかかる場合があります。つまり、管理者は、ライセンス サーバー
でホストされているさまざまな製品のライセンスの適切なカスケードを管
理するのに苦労します。

リモート ワークのサポート

新型コロナウイルスによる感染症（COVID-19）の危機の中、リモート ワー
クをサポートすることは、大部分ではないにしても、多くの企業にとって優
先度が高くなっています。ネットワーク ライセンスも、リモート ワークをあ
る程度サポートします。ユーザーは、事前に設定された期間、ライセンスを
借用できます。このプロセスは、VPN 経由で企業ネットワークに接続する
ことが必要な場合があるため、自宅で仕事をすることが一般的になる状況
では、理想的ではありません。また、自宅や個人のデバイスで使用するため
に別のライセンスの取得が必要な場合もあります。対照的に、ユーザー単位
管理ライセンスは、インターネットに接続された任意のデバイスからソフト
ウェアにアクセスできます（必要に応じて新しいソフトウェアのインストー
ルを許可します）。そのため、リモート ワークでも安定したフレームワーク
を利用できます。

ボトルネック：ライセンス管理の効率化

セキュリティとシングル サインオン

ネットワーク ライセンス ユーザー単位管理ライセンス（NU） 影響

必要な知識/能力

管理者

　▸ ライセンス サーバーの設定
　▸ ライセンス ファイルのインストール
　▸ オプション ファイルの作成
　▸ ログファイルの解析
　▸ ライセンス サーバーの更新
　▸ 追加ライセンスの処理
　▸ ライセンス エラーの解析
　▸  ライセンスとサーバーの解決

　▸  Autodesk Account 機能の知識
　▸  Autodesk Account でのソフト 
ウェアの関連付けのレポート
　▸  Autodesk Account での 
ユーザー管理

ネットワーク ライセンスにおける必要な能
力と知識に関しては、確固たる知識と経験を
持つ技術管理者が必要です。対照的に、ユー
ザーとそのソフトウェアの関連付けの管理
には、技術的知識は必要ありません。また、時
間がかかるさまざまな作業がまったく不要
になるため、管理者の生産性が向上します。

ユーザー

　▸  ライセンスの取得に関する基礎知識
　▸  ライセンス サーバーの名前と場所
の把握

　▸  ライセンス エラー メッセージに関す
る基本的な理解

　▸  ライセンスのロックアウト発生時の
管理者への連絡
　▸ … 

　▸  ユーザーの Autodesk Account  
機能の知識
　▸  使用ソフトウェアの認証を行うため
のサインイン プロセス

ユーザーであっても、ネットワーク ライセン
スを使用するには、ライセンス サーバーと
ライセンス配布の仕組みについてある程度
の知識が必要です。つまり、ユーザーは接続
先のライセンス サーバーを把握している必
要があります。また、ライセンス関連の不明
瞭なエラー メッセージに対処しなければな
らない可能性もあり、その際に問題を解決
するためにヘルプ デスクに連絡する方法を
把握している必要があります。このような作
業が必要になるため、ユーザーの生産性が
低下します。
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企業におけるソフトウェア管理の転換 
 
 
 

調達

ユーザー 
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ソフトウェア投資の可視性の向上 アプリケーション使用の可視性の向上 必要なツールへの簡単なアクセス

管理におけるユーザー単位管理ライセンスの影響

企業レベルでは、ユーザーの概念を管理プロセスに取り入れることで、ライ
センス管理の軸を転換し、ユーザーと管理者の生産性を向上させるだけで
なく、新しいタイプのチーム ダイナミクスと組織ダイナミクスを大きく発展
させる可能性があります。
つまり、ユーザー単位管理ライセンスには、すぐに実感できるメリットで
はないかもしれませんが、ユーザーやチームがツールをより効果的に使用
できるようにしたり、新しいソフトウェア ソリューションを簡単に導入でき
るようにしたり、IT および管理者の時間を解放することによって、テクノロ
ジーが進化し続ける状況に果敢に取り組むことができるという、間接的で
はありますが大きなメリットがあります。 

主なポイント
 ▸  ユーザー単位管理ライセンスにより、管理
者とユーザーは効率性を高めて、新たな組
織ダイナミクスを強化できる可能性があり
ます。

 ▸  実際のソフトウェア使用状況の可視性が
向上するため、より適切な管理決定が可能
になり、費用効果の高いソフトウェア計画
を立てることができます。

可視性の向上がビジネスの意思決定を向上させる仕組み

レポートは、ユーザー単位管理ライセンスの主要な側面の  
1 つであり、組織のあらゆるレベルで効率性と意思決定を
向上させることができます。つまり、管理上、より多くの情報

に基づいて投資判断を下すことが可能です。管理者は、実際
のソフトウェアの使用状況を詳細に可視化できます。また、
ユーザーは自由に使えるツールを正確に把握できます。
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マネジメントにおけるユーザー別レポートの影響

つまり、より直感的にソフトウェアを管理する方法としてユーザー単位管理
ライセンスを捉えるだけでは、最も重要な側面、すなわち、可視性の向上と
より多くの情報に基づいた管理が管理運用とビジネスに与える影響を見逃
すことになります。 
会社として成功するということは、利用可能な最良のツールを最大限に
活用して、最良の製品を生み出すことです。それは、ユーザーの使用状況か
ら考えるということです。ユーザー、管理者、およびツールの結び付きを強
化することで、ユーザー単位管理ライセンスは、より効率的な企業のバック
ボーンになり得ます。

ユーザー単位管理ライセンスの直接的なメリットと間接的なメリット
直接的なメリット 間接的なメリット

ユーザー単位管理 - Standard プラン

ライセンス/ユーザー管理 ユーザー管理によって、ユーザーのニーズに基づいた 
ライセンスを簡単に割り当てることができます。 利用しているソフトウェアを明確に把握できます。

高度な管理 ソフトウェアとサービスを細かく選択して 
関連付けることができます。

より高度な管理者ロールにより、ソフトウェアの 
関連付けの管理において柔軟性が向上します。

可視性の向上 ユーザーとユーザーが利用するソフトウェアを管理する 
ことで、より適切な管理決定が可能です。

可視性の向上により、チーム管理が簡単になり、 
適切にユーザー割り当てができ、生産性が向上します。

レポート 管理ポータルのレポート機能を使用すると、実際のソフト
ウェア使用状況に関する詳細情報を表示できます。

実際のソフトウェア使用状況を可視化すると、 
ライセンス計画を改善し、未使用または不要な 

ソフトウェア ライセンスが発生するリスクを軽減できます。

短期ライセンス
一時的に必要なソフトウェアや、一時的な増員には、月間
契約のライセンスを採り入れることで、短期間のみ必要な
ソフトウェアのライセンスを柔軟に調整できます。

短期ライセンスは月間分の費用で進められるため、調達手
続きの待ち時間が減り、チームの生産性を維持できます。

二段階認証 二段階認証を使用すると、ログイン プロセスの 
セキュリティが大幅に向上します。

二段階認証により、ソフトウェア アクセスは実際の 
ユーザーに直接リンクされます。標準のログイン方法では 

リンクされません。

ユーザー単位管理 - Premium プラン

ユーザー別レポート
高度なレポートにより、各ユーザーと各アプリケーション
個々の正確なソフトウェア使用状況を詳細に分析できます

（上記の補足情報を参照）。

高度なレポートと短期ライセンスを組み合わせて、 
プロジェクトベースのライセンス計画の下地を作り、 

経費を削減できます。

シングル サインオン（SSO） シングル サインオンを利用できるため、企業はオートデス
ク製品の認証を既存の企業ディレクトリに統合できます。

SSO によりセキュリティが向上するため、オートデスクの
アクセスは他のすべてのソフトウェアに適用される 
企業標準と同じ標準を満たし、ユーザーが退職すると 
ユーザー アクセスが自動的に削除されます。

高度なユーザー別レポートは、ユーザー単位管理ライセンス
の重要な側面の 1 つです。ユーザー別レポートにより、管理
者は個々のユーザーが各自のソフトウェアにアクセスした時
間と期間を詳細に確認できます。管理の点では、管理者がよ
り効率的で費用効果の高い方法でライセンスを割り当てるこ
とができます。また、利用可能なツールを最大限に活用し、

未使用のツールにコストをかけることがないように、ソフト
ウェア投資計画に必要なデータを確認することもできます。
管理者は、パワー ユーザーをピンポイントで特定し、異なる
チーム間で知識を共有してワークフローと効率性を向上させ
ることもできます。
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